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【学校教育目標】「自ら気づき、考えて、動く子どもの育成～やさしく かしこく たくましく～」

令和７年10月27日　文責　校長　福田　啓子

「東っ子150周年おめでとう集会」・講演会 （10月23日）

「やってみゅい祭」で２年生が発表
（10月26日）

小さな気づきが
夢をかなえる
力になります

元サッカー日本代表
【豊田陽平氏の講演】

　明治8年（1875年）に東川登に初等教育学校が設立
されてから今年で150年。名前や場所が変わったり校舎
が新築・増改築されたり、教育内容が変わったりしなが
らも、東川登小学校は変わらず町の宝である子ども達を
見守り、育んできました。
　「東っ子150周年おめでとう集会」を迎えるにあた
り、子ども達は東川登町、東川登小の歴史や魅力、自慢
について調べ、再認識することができました。それらを
保護者や地域の方に伝えることもできました。御参観い
ただいた皆様、ありがとうございました。次の節目の年
に向けて、東川登小はこれからも「気づき、考え、行動
する子ども　～やさしく かしこく たくましく～」を目
指して歩み続けます。

　秋晴れの中、町行事「やってみゅい祭」が行われ
ました。演芸の部に、東川登小学校を代表して２年
生が出場しました。ダンスと群読の発表でした。元
気いっぱい、笑顔いっぱいの発表でした。このほ
か、ハモンドオルガン、ダンス、カラオケにも本校
児童が出演して祭りを盛り上げました。


